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安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意    
 
この度は、Ｓ－ＬＩＮＫコントロールボード「ａＰＣＩ－８３７５」をお買
い上げいただき、誠にありがとうございます。 
ここに示す注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の
人々への危害や財産への損害を未然に防ぐためのものです。 
 
注意事項は、誤った取扱いで生じる危害や損害の大きさ、又は切迫の程度に
よって内容を｢警告｣と｢注意｣の２つに分けています。 
 
｢警告｣や｢注意｣はそれぞれ次のことを知らせていますので、その内容をよく
ご理解なさってから本文をお読みください。 
 
警告警告警告警告：この指示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡したり重傷を負

ったりすることがあります。 
    
注意注意注意注意：この指示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり、物

に損害を受けたりすることがあります。 
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    警警警警    告告告告    
 

── 感電や火災の危険があります感電や火災の危険があります感電や火災の危険があります感電や火災の危険があります ―― 
 
● 湿気や水分の多いところ、風呂場などや水を扱うところ、雨のあたると
ころなどでの使用は絶対におやめください。感電することがあります。 

 
● ぬれた手で機器を取り扱うことは絶対におやめください。感電すること
があります。 

 
● 機器を分解したり改造したりしないでください。火災を起こしたり、感
電したりすることがあります。 

 
● 発熱、発煙、異臭など、もし機器に異常が生じた場合は、すぐにコンピ
ュータ及び機器の電源を切ってください。そのままで使用すると、火災
を起こしたり、感電したりすることがあります。 

 
● 金属物やそのカケラ、水やその他の液体など、もし異物が機器の内部に
入った場合は、すぐにコンピュータ及び機器の電源を切ってください。
そのままで使用すると、火災を起こしたり、感電したりすることがあり
ます。 
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ご注意ご注意ご注意ご注意    
 
1. 本製品の外観や仕様及び取扱説明書に記載されている事項は、将来予

告なしに変更することがあります。 
 
2. 取扱説明書に記載のすべての事項について、株式会社アドテックシス

テムサイエンスから文書による許諾を得ずに行なう、あらゆる複製も
転載も禁じます。 

 
3. この取扱説明書に記載されている会社名及び製品名は、各社の商標又

は登録商標です。 
 
4. 取扱説明書の内容を十分に理解しないまま本製品を扱うことは、絶対

におやめください。本製品の取り扱いについては安全上細心の注意が
必要です。取り扱い説明を十分に理解してから本製品をご使用くださ
い。 
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製品の保証について製品の保証について製品の保証について製品の保証について    
 

保証規定保証規定保証規定保証規定    
 

1. 保証の範囲 
1.1 この保証規定は、弊社―株式会社アドテックシステムサイエンス株式会社アドテックシステムサイエンス株式会社アドテックシステムサイエンス株式会社アドテックシステムサイエンスが製
造・出荷し、お客様にご購入いただいたハードウェア製品に適用されま
す。 

 
1.2 弊社によって出荷されたソフトウェア製品については、弊社所定のソフ
トウェア使用許諾契約書の規定が適用されます。 

 
1.3 弊社以外で製造されたハードウェア又はソフトウェア製品については、
製造元／供給元が出荷した製品そのままで提供いたしますが、かかる製
品には、その製造元／供給元が独自の保証を規定することがあります。 

 
2. 保証条件 
弊社は、以下の条項に基づき製品を保証いたします。不慮の製品トラブルを
未然に防ぐためにも、あらかじめ各条項をご理解のうえ製品をご使用くださ
い。 
 
2.1 この保証規定は弊社の製品保証の根幹をなすものであり、製品によって
は、その取扱説明書や保証書などで更に内容が細分化され個別に規定さ
れることがあります。したがって、ここに規定する各条項の拡大解釈に
よる取扱いや特定目的への使用に際しては十分にご注意ください。 

 
2.2 製品の保証期間は、製品に添付される「保証書」に記載された期間とな
り、弊社は、保証期間中に発見された不具合な製品について保証の責任
をもちます。 

 
2.3 保証期間中の不具合な製品について、弊社は不具合部品を無償で修理又
は交換します。ただし、次に記載する事項が原因で不具合が生じた製品
は保証の適用外となります。 

 
 ― 事故、製品の誤用や乱用 
 ― 弊社以外が製造又は販売した部品の使用 
 ― 製品の改造 
 ― 弊社が指定した会社以外での調整や保守、修理など 
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2.4 弊社から出荷された後に災害又は第三者の行為や不注意によってもた
らされた不具合及び損害や損失については、いかなる状況に起因するも
のであっても弊社はその責任を負いません。 

 
2.5 原子力関連、医療関連、鉄道等運輸関連、ビル管理、その他の人命に関
わるあらゆる事物の施設・設備・器機など全般にわたり、製品を部品や
機材として使用することはできません。もし、これらへ使用した場合は
保証の適用外となり、いかなる不具合及び損害や損失についても弊社は
責任を負いません。 
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１１１１                製品概要と特長製品概要と特長製品概要と特長製品概要と特長                                                                                                            
 
 
本製品「aPCI-8375」は、CompactPCI Rev2.1に準拠したS-LINKコントロールボードです。 
S-LINKとは、サンクス株式会社が独自に開発した通信方式による省配線システムです。 
 
製品の特徴製品の特徴製品の特徴製品の特徴    
(1) 本ボード１枚で最大１２８点の入出力ポートの制御が出来ます。 
(2) ４芯フラットケーブルで２００ｍ（ブースタ使用時は４００ｍ）まで伝送可能です。 
 
 
なお、本書ではaPCI-8375の使用方法のみ解説しておりますので、S-LINKシステムについて
お知りになりたい方はサンクス株式会社より発行されている「S-LINK 設計マニュアル」
「S-LINK施行マニュアル」等をご参照ください。 
 
サンクス株式会社URL： http://www.sunx.co.jp 
 
    
製品構成製品構成製品構成製品構成    
本製品は次の４点より構成されております。開封後、すぐにご確認ください。 
 

1 aPCI-8375本体 １枚 
2 ユーザーズマニュアル（本書） １冊 
3 お客様登録カード／保証書 ※１ １枚 
4 3.5インチフロッピーディスク(1.44MB) １枚 

 
※ １  お客様登録カードにご記入の上、是非ともご返送ください。お客様がお買い求 
  めになったボードに万一の故障があった場合などに素早く対応できます。また、 
  よろしければ裏面のアンケートにもご協力下さい。 
  アドテックシステムサイエンスは今後もお客様の声を活かした製品作りを心掛 
  けてまいります。 
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1111----1.1.1.1.    製品仕様概要製品仕様概要製品仕様概要製品仕様概要    
 
・CompactPCI側仕様 
電源電圧        ：＋５Ｖ ±５％ （※１） 
消費電流        ：２１０ｍＡ[Typ.] ５１０ｍＡ[Max.] 
占有I/Oアドレス    ：６４バイト 
ボードサイズ      ：３Ｕ（１６０ｍｍ×１００ｍｍ） 
 
・S-LINK側仕様 
電源電圧        ：＋２４Ｖ ±１０％ （※１） 
消費電流        ：１．６Ａ[Max.] （※２） 
＋２４Ｖ最大供給可能電流：５Ａ，ヒューズ ５Ａ装備 （※３） 
             （S-LINKユニット・負荷用） 
伝送手順        ：Ｓ－ＬＩＮＫプロトコル 
入出力点数       ：最大１２８点（１６点単位で入力／出力設定可能） 
ＦＡＮ-ｏｕｔ      ：３２０ 
伝送表示        ：緑色発光ダイオード 同期信号により点滅 
エラー表示       ：赤色発光ダイオード エラー（ＥＲＲ１・３・４）発生時点灯 
アース方式       ：フローティング 
 
動作温度（※４）      ：０～＋５５℃ 
動作湿度（※４）      ：３５～８５％ＲＨ（但し、結露しないこと） 
保存温度（※４）      ：－２０～＋７０℃ 
保存湿度（※４）      ：３５～８５％ＲＨ（但し、結露および氷結しないこと） 
耐ノイズ（※４）      ：電源ライン：５００Ｖ 
             （ノイズパルス周期１０ｍｓ，パルス幅１μｓ １分間） 
耐振動（※４）       ：１０～１５０Ｈｚ・複振動０．７５ｍｍ 
              ＸＹＺ各方向２時間（非通電にて） 
耐衝撃（※４）       ：９８ｍ／ｓ２（約１０Ｇ） 
             ＸＹＺ各方向３回（非通電にて） 
絶縁耐圧（※４）      ：１０００ＶＡＣ １分間（外部端子－アース間） 
絶縁抵抗（※４）      ：ＤＣ５００Ｖにて２０ＭΩ以上（外部端子－アース間） 
ＥＭＣ適合規格     ：ＥＭＩ規格Ｎｏ．ＥＮ５００８１－２ 
             ＥＭＳ規格Ｎｏ．ＥＮ５００８２－２ 
使用可能機種      ：CompactPCIバスを搭載したコンピュータ 
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（※１）＋２４Ｖ ＤＣと＋５Ｖ ＤＣは、絶縁されています。 
 

（※２）消費電流は、接続されるS-LINK入力／出力ユニットに対して供給される 
  最大の値（Ｄ－Ｇラインのみ）と本ボードの消費電流の合計です。 
 

（※３）交換用ヒューズは付属しておりませんのでご準備ください。 
  （φ５．２㎜×２０㎜ 、５Ａ） 
 

（※４）本ボード単体での値です。コンピュータへの装着時は、本ボードとコンピュータ 
  の仕様のうち低い値に準じます。 
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1111----2.  2.  2.  2.  外観図及び各部の機能外観図及び各部の機能外観図及び各部の機能外観図及び各部の機能    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① CompactPCI Ｊ１コネクタ 
 CompactPCIバックプレーンに接続します。（2-3．「コンピュータ本体への実装」参照） 
 
 
② 外部接続コネクタ（フェニックスコンタクト社製MSTB2.5/10-G-5.08） 
 Ｓ－ＬＩＮＫ機器及び２４Ｖ電源に接続します。（2-4．「外部機器との接続」参照） 
 
 
③ BSN（ボードセレクトナンバー）スイッチ 
 本ボードを複数枚同時に使用する場合に設定します。（2-1．「BSNの設定」参照） 
 
 
④ モードスイッチ 
 Ｓ－ＬＩＮＫシステムの設定をします。（2-2．「モードスイッチの設定」参照） 
 

① 

 

② 

③ ④ 

 ⑤  ⑥ 
 

⑦ 
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⑤ システムセットボタン 
 システムセットボタンを押すと、Ｓ－ＬＩＮＫユニット接続状態を読み込み記憶します。
以後この時の状態を基にＥＲＲ４のチェックをします。 
 
（注意） 
・ ＥＲＲ４発生中にシステムセットボタンを押すとアドレスエラーは解除されますが、その
時ＥＲＲ４発生原因が修復されていないと、以後そのＥＲＲ４発生アドレスはチェック対
象からはずれます。（そのアドレスのユニットは、Ｓ－ＬＩＮＫユニット未接続状態とな
ります。） 

 
 
⑥ 伝送表示灯 
 Ｓ－ＬＩＮＫユニットとのデータ通信時に点滅します。（通信時：点滅 ，非通信時：消灯） 
 
 
⑦ エラー表示灯 
 Ｓ－ＬＩＮＫ幹線上に異常が発生した場合、点灯します。 
 
（注意） 
・ ＥＲＲ４は、保持されます。解除は、「Ｓ－ＬＩＮＫ側電源（＋２４ＶＤＣ）」を再投入、 
「⑤システムセットボタン」を押してのＳ－ＬＩＮＫユニット接続状態の読み込み、コン 
ピュータ電源の再投入のいずれかで行われます。 
・ エラー表示灯では、ＥＲＲ１・ＥＲＲ３・ＥＲＲ４の発生を区別することができません。 
「８．② フラグ」を使用してコンピュータ上のプログラムで確認してください。 
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２２２２                初期設定と実装初期設定と実装初期設定と実装初期設定と実装                                                                                                            
 

2222----1.1.1.1.    BSN(BSN(BSN(BSN(ボードセレクトナンバーボードセレクトナンバーボードセレクトナンバーボードセレクトナンバー))))の設定の設定の設定の設定    

 
本ボードを複数枚実装して使用するときはBSNの設定が必要となります。 
BSNは０～Ｆのどれかに設定し、それぞれのボードのナンバーが重ならないように設定して
ください。 
1枚のみの実装で使用するときは出荷時の設定で変更の必要はありません。 
本ボードは、最大16枚使用することができます。 
 
BSNの設定は、SW1のロータリスイッチで行います。 
・ BSN設定一覧表 
SW1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 ：ご使用になるボードの枚数は、ご使用になるCPUボードのリソース（I/O 
     アドレスやIRQなど）によって制限される場合があります。 
 
 

SW1設定値 Board Status 
0 BSN=0 
1 BSN=1 
2 BSN=2 
3 BSN=3 
4 BSN=4 
5 BSN=5 
6 BSN=6 
7 BSN=7 
8 BSN=8 
9 BSN=9 
A BSN=A 
B BSN=B 
C BSN=C 
D BSN=D 
E BSN=E 
F BSN=F 

F 

4 

D 

2 

3 

5 

6 

7 9 

1 

B 

A 

C 

E 

０

８
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2222----2.2.2.2.    モードスイッチの設定モードスイッチの設定モードスイッチの設定モードスイッチの設定    

 
Ｓ－ＬＩＮＫシステムの設定を行います。 
Ｉ／Ｏ設定スイッチ（Ｉ／Ｏ ＳＥＴ０～３）で入力／出力の設定、 
システムアドレス長設定スイッチ（ＳＡ０～１）でシステムアドレス長（使用するＳ－ＬＩ
ＮＫユニットのアドレスの総数）の設定を行います。 
 
Ｉ／Ｏ設定、システムアドレス長とも３２アドレス単位ごとに設定できます。 
 
設定は、コンピュータの電源投入時に１度だけ取り込まれます。動作中にモードスイッチを
変更しても無効です。 
 
  ＭＯＤＥ ＳＷ   （ＯＮ＝０，ＯＦＦ＝１） 
 ON  OFF   
     ・Ｉ／Ｏ設定スイッチ（Ｉ／Ｏ ＳＥＴ０～３） 
  □ ８

 

 I/O SET0 Ｉ／Ｏ ＳＥＴ アドレス ＯＮ ＯＦＦ 
     ０  ０～ ３１ 
  □ ７

 

 I/O SET1 １ ３２～ ６３ 
     ２ ６４～ ９５ 
  □ ６

 

 I/O SET2 ３ ９６～１２７ 

入力 出力 

     （注意）プログラムで設定する場合は、すべて入力 
  □ ５

 

 I/O SET3     ［ＯＮ］に設定してください。 
      
  □ ４

 

 ・システムアドレス長設定スイッチ（ＳＡ０～１） 
     ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾚｽ長 ＳＡ１ ＳＡ０ 
  □ ３

 

 ３２点 ＯＦＦ ＯＦＦ 
     ６４点 ＯＦＦ ＯＮ 
  □ ２

 

 SA0 ９６点 ＯＮ ＯＦＦ 
     １２８点 ＯＮ ＯＮ 
  □ １

 

 SA1  
 ON

 

    

例 
・Ｓ－ＬＩＮＫユニットのアドレス０～６３が入力、６４～１２７が出力設定の場合 
  …７と８をＯＮ、５と６をＯＦＦにする。 
 
・Ｓ－ＬＩＮＫユニットを全部で１２８アドレス使用する場合 
  …１，２ともＯＮにする
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2222----3.  3.  3.  3.  コンピュータ本体への実装コンピュータ本体への実装コンピュータ本体への実装コンピュータ本体への実装    

 
  本ボードをコンピュータ本体に実装する方法を以下に示します。 
  コンピュータ付属のマニュアル等も合わせてご参照ください。 
 

警告！警告！警告！警告！    

    

実装作業は必ずコンピュータの電源プラグを抜いた状態で実装作業は必ずコンピュータの電源プラグを抜いた状態で実装作業は必ずコンピュータの電源プラグを抜いた状態で実装作業は必ずコンピュータの電源プラグを抜いた状態で    
行ってください。行ってください。行ってください。行ってください。    

通電状態で作業を行うこ通電状態で作業を行うこ通電状態で作業を行うこ通電状態で作業を行うことは、システム本体、本ボードの破壊、とは、システム本体、本ボードの破壊、とは、システム本体、本ボードの破壊、とは、システム本体、本ボードの破壊、    
作業者の感電の恐れがあります。作業者の感電の恐れがあります。作業者の感電の恐れがあります。作業者の感電の恐れがあります。    

 
(1) システムケースの空きスロットに本ボードを差し込みます。 
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(2) このとき、ハンドルのつめがひっかるまで挿入し、ハンドルを持ち上げ、確実に 
   実装してください。 
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2222----4.  4.  4.  4.  外部機器との接続外部機器との接続外部機器との接続外部機器との接続    
 
ＣＮ１：外部接続コネクタの信号表です。 
表の色にＳ－ＬＩＮＫのケーブルを合わせて接続してください。 
ポートＢはループバック用のポートです。ループバックをしない場合は、ポートＡのみ使用
してください。 
 
 １０  ９  ８  ７   ６  ５  ４  ３   ２  １  
 Ｇ  Ｄ 

Ｂ 
０  ２４   Ｇ  Ｄ 

Ａ 
０  ２４   ０ 

ＩＮ 
２４  

                       
                       
                       

 
 

番号 １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

Ｂ Ａ 入力 
名称 

Ｇ Ｄ ０Ｖ ２４Ｖ Ｇ Ｄ ０Ｖ ２４Ｖ ０Ｖ ２４Ｖ 

色 黒 白 青 茶 黒 白 青 茶 外部電源入力 
           

端子台：ＭＳＴＢ２．５／１０－ＳＴ－５．０８（フェニックス・コンタクト社製） 
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３３３３            プログラム開発の手引きプログラム開発の手引きプログラム開発の手引きプログラム開発の手引き                                                                                
 
ハードウェア上のポート構成は、次のようになります。アプリケーションなどを作成する
際に参考にしてください。 
また、添付フロッピーディスクには、以下のＯＳ（オペレーティングシステム）に対応し
たドライバ／ライブラリ・ソフトが入っています。詳しくは 添付フロッピーディスク内の
"readme.txt"をご覧ください。 
 

・ＭＳ－ＤＯＳ ５．０以降 
・Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５／９８ 
・ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ ４．０ 
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ボードのＩ／Ｏマップ 
 
                                 （ＡＤＲＳ＝ボードアドレス） 

Ｉ／Ｏアドレス 
［１６進数］ 

割り付け  

 バンク切り替え応答レジスタ  
ＡＤＲＳ＋００ ００ ０１ ０２ ０３   

 
～
 

データ 
エリア 

ＡＤＲＳ＋０Ｆ   
 

Ｓ－ＬＩＮＫ 
入力／出力 
（初期値） 

ＥＲＲ４ 
発生アドレス 

Ｓ－ＬＩＮＫ 
ユニット 
接続アドレス 

コントロールボード 
製品情報 

（バージョン等） 
 
 

ＡＤＲＳ＋１０ フラグ 
  
  ＡＤＲＳ＋１１ 正常時：Ｓ－ＬＩＮＫユニット接続台数 

ＥＲＲ４時：ＥＲＲ４発生先頭アドレス   
  ＡＤＲＳ＋１２ Ｓ―ＬＩＮＫ 入力／出力 設定 
  
  ＡＤＲＳ＋１３ 未使用（＝００） 
  
  ＡＤＲＳ＋１４ バンク切り替え要求レジスタ（コンピュータ→ボード） 
  
  ＡＤＲＳ＋１５ バンク切り替え応答レジスタ（ボード→コンピュータ） 
  
  ＡＤＲＳ＋１６ システムセット 
  
  ＡＤＲＳ＋１７ フレームチェック 
ステータス 
エリア ＡＤＲＳ＋１８ ＥＲＲ４発生台数 

  
  ＡＤＲＳ＋１９ Ｓ－ＬＩＮＫユニット接続台数 
  
  ＡＤＲＳ＋１Ａ システムアドレス長 
  
  ＡＤＲＳ＋１Ｂ ＳＬ－ＢＳ１Ａ動作停止アドレス 
  
  ＡＤＲＳ＋１Ｃ ＳＬ－ＢＳ１Ａ接続アドレス  
  
  ＡＤＲＳ＋１Ｄ 未使用（＝００） 
  
  

ＡＤＲＳ＋１Ｅ 
  
  

ＡＤＲＳ＋１Ｆ 
システム予約（読み書き込み不可） 

  
  

ＡＤＲＳ＋２０ ボードセレクトナンバー 
  

ＡＤＲＳ＋２１    
  ～

 システム予約（読み書き込み不可） 
  

ＡＤＲＳ＋３Ｆ    
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（注意） 
・ 「ＡＤＲＳ＋００～ＡＤＲＳ＋０Ｆ：データエリア」は、バンク切り替え要求レジスタ・
バンク切り替え応答レジスタの内容により割り付け内容が変わります。 

・ 「ＡＤＲＳ＋００～ＡＤＲＳ＋０Ｆ：データエリア」への読み書きは、バンク切り替え要
求レジスタとバンク切り替え応答レジスタの値が一致してから行ってください。 

・ 「未使用」および「システム予約」への書き込みはしないでください。 
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① ＡＤＲＳ＋００～ＡＤＲＳ＋０Ｆ：データエリア 
 
「ボードのＩ／Ｏアドレス」と「Ｓ－ＬＩＮＫアドレス」の関係 

Ｓ－ＬＩＮＫアドレス ボードの 
Ｉ／Ｏアドレス 
［１６進数］ bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

ＡＤＲＳ＋００ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
ＡＤＲＳ＋０１ １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ 
ＡＤＲＳ＋０２ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
ＡＤＲＳ＋０３ ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ 
ＡＤＲＳ＋０４ ３９ ３８ ３７ ３６ ３５ ３４ ３３ ３２ 
ＡＤＲＳ＋０５ ４７ ４６ ４５ ４４ ４３ ４２ ４１ ４０ 
ＡＤＲＳ＋０６ ５５ ５４ ５３ ５２ ５１ ５０ ４９ ４８ 
ＡＤＲＳ＋０７ ６３ ６２ ６１ ６０ ５９ ５８ ５７ ５６ 
ＡＤＲＳ＋０８ ７１ ７０ ６９ ６８ ６７ ６６ ６５ ６４ 
ＡＤＲＳ＋０９ ７９ ７８ ７７ ７６ ７５ ７４ ７３ ７２ 
ＡＤＲＳ＋０Ａ ８７ ８６ ８５ ８４ ８３ ８２ ８１ ８０ 
ＡＤＲＳ＋０Ｂ ９５ ９４ ９３ ９２ ９１ ９０ ８９ ８８ 
ＡＤＲＳ＋０Ｃ １０３ １０２ １０１ １００ ９９ ９８ ９７ ９６ 
ＡＤＲＳ＋０Ｄ １１１ １１０ １０９ １０８ １０７ １０６ １０５ １０４ 
ＡＤＲＳ＋０Ｅ １１９ １１８ １１７ １１６ １１５ １１４ １１３ １１２ 
ＡＤＲＳ＋０Ｆ １２７ １２６ １２５ １２４ １２３ １２２ １２１ １２０ 
 
［バンク切り替え応答レジスタ＝００］の場合（初期値） 
 Ｓ－ＬＩＮＫユニットの入力データの読み出し、出力データの書き込みエリアになります。 
 入力の場合、各ビット"０"（入力ＯＦＦ）／"１"（入力ＯＮ）が読み出せます。 
 出力の場合、各ビット"０"（出力ＯＦＦ）／"１"（出力ＯＮ）を書き込みしてください。 
 
（注意） 
・ 出力は、次に出力データを書き込み更新するまで保持します。 
・ 入力設定されているユニットアドレスに出力データを書き込んだ場合、書き込まれたデー
タは無視され、1.4～10.7ｍｓ後に再び入力データがセットされます。 

 
［バンク切り替え応答レジスタ＝０１］の場合 
 ＥＲＲ４が発生した時、対象となるＳ－ＬＩＮＫユニットのアドレスを示します。 
 各ビットが"１"の時、そのアドレスのＳ－ＬＩＮＫユニットにＥＲＲ４（断線または入力
／出力ユニット異常）が発生しています。 
 
（注意） 
・ ＥＲＲ４ユニットアドレスは、保持されます。解除（"０"）は、「Ｓ－ＬＩＮＫ側電源（＋
２４ＶＤＣ）」を再投入、「1-2．⑤ システムセットボタン」を押してのＳ－ＬＩＮＫユ
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ニット接続状態の再読み込み、コンピュータ電源の再投入のいづれかで行われます。 
 
［バンク切り替え応答レジスタ＝０２］の場合 
 Ｓ－ＬＩＮＫ幹線上に接続されているＳ－ＬＩＮＫユニットのアドレスを示します。 
 各ビットが"１"の時、そのアドレスにＳ－ＬＩＮＫユニットが接続されています。 
 
（注意） 
・ １台で多点の入力／出力を装備しているＳ－ＬＩＮＫユニットは、そのユニットの先頭ア
ドレスの該当ビットのみ"１"になります。 

 
［バンク切り替え応答レジスタ＝０３］の場合 
 Ｓ－ＬＩＮＫシステムのバージョン情報（ＡＳＣＩＩコード）が読み出せます。 
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② ＡＤＲＳ＋１０：フラグ 
 
Ｓ－ＬＩＮＫの動作状態を示します。 

ｂｉｔ Ｒ／Ｗ 割り付け 

７ Ｒ／Ｗ 通信フレーム完了確認（"１"書き込み後の"０"で出力データ通信終了） 

６ Ｒ／Ｗ システムセット（１：Ｓ－ＬＩＮＫユニット接続状態読み込み） 

５ － （＝０） 

４ Ｒ Ｓ－ＬＩＮＫ通信状態（１：Ｓ－ＬＩＮＫ通信中） 

３ Ｒ ＥＲＲ４（１：断線または入力／出力ユニット異常発生） 

２ Ｒ ＥＲＲ３（１：Ｄ－Ｇ間電圧レベル異常発生） 

１ － （＝０） 

０ Ｒ ＥＲＲ１（１：Ｄ－Ｇ間の短絡発生） 

（"Ｒ／Ｗ"→ 読み出し／書き込み ，"Ｒ"→ 読み出し） 
 
ｂｉｔ０・２・３：「ＥＲＲ１・ＥＲＲ３・ＥＲＲ４」は、各エラー発生時"１"になります。 
 
ｂｉｔ４：「Ｓ－ＬＩＮＫ通信状態」は、Ｓ－ＬＩＮＫユニットとの通信中"１"になります。 
 
ｂｉｔ６：「システムセット」は、「1-2．⑤ システムセットボタン」と同じ働きをします。 
"１"の書き込みにより、その時のＳ－ＬＩＮＫの接続状態を読み込みます。 
（Ｓ－ＬＩＮＫの接続状態読み込み終了後は、"０"になります。） 
 
ｂｉｔ７：「通信フレーム完了確認」は、出力データがＳ－ＬＩＮＫ出力ユニットに転送され
たかの確認をするために使用します。 
同じＳ－ＬＩＮＫユニットに続けて違う出力をする場合、前に書き込まれた出力データがＳ
－ＬＩＮＫユニットに転送されないうちに次の出力データが書き込まれると、前の出力デー
タは無視されてしまいます。 
出力データを書き込んだ後"１"を書き込むと、Ｓ－ＬＩＮＫユニットへ出力データを転送終
了後自動的に"０"になります。プログラムで、"０"になったことを確認して次の出力データ
の書き込みを行えば、出力データ転送ミスが防げます。 
 
（注意） 
・ ＥＲＲ１・ＥＲＲ３は、原因が復旧されるまで保持します。 
またＥＲＲ４の解除（"０"）は、「Ｓ－ＬＩＮＫ側電源（＋２４ＶＤＣ）」を再投入、 
「1-2．⑤ システムセットボタン」を押してのＳ－ＬＩＮＫユニット接続状態の読み込み、
コンピュータ電源の再投入のいずれかで行われます。 
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③ ＡＤＲＳ＋１１：Ｓ－ＬＩＮＫユニット接続台数／ＥＲＲ４発生先頭アドレス 
  ［正常時］ Ｓ－ＬＩＮＫユニット接続台数を示します。 

ｂｉｔ 割り付け 

７～０ 
正常動作時  ：Ｓ－ＬＩＮＫユニット接続台数 １～１２８ 

（１６進数の場合、０１～８０の範囲になります。） 
 
（注意） 
・ 複数のＳ－ＬＩＮＫユニットに同じアドレスが設定されている場合は、１ユニットとして
計数します。 

 
［ＥＲＲ４発生時］ ＥＲＲ４が発生した、Ｓ－ＬＩＮＫユニットの先頭アドレスを示しま
す。複数のアドレスにＥＲＲ４が発生している場合、ｂｉｔ７＝"１"となります。 

ｂｉｔ 割り付け 

７ １：複数にＥＲＲ４が発生（ＥＲＲ４台数＝１の場合は、"０"） 

６～０ 
ＥＲＲ４発生時：ＥＲＲ４発生先頭アドレス ０～１２７ 
（１６進数の場合、００～７Ｆの範囲になります。） 

 
（注意） 
・ 「ＥＲＲ４発生先頭アドレス」は、保持されます。解除（"０"）は、「Ｓ－ＬＩＮＫ側電
源（＋２４ＶＤＣ）」を再投入、「1-2．⑤ システムセットボタン」を押してのＳ－ＬＩ
ＮＫユニット接続状態の読み込み、コンピュータ電源の再投入のいずれかで行われます。 

 
④ ＡＤＲＳ＋１２：Ｓ－ＬＩＮＫ 入力／出力設定 
 
Ｓ－ＬＩＮＫの入力／出力割り付けを設定または示します。 
コンピュータの電源投入／リセット直後は、「1-2．④ モードスイッチ」Ｉ／Ｏ設定スイッ
チ（Ｉ／Ｏ ＳＥＴ ０～３）の設定状態を示します。 
プログラムで設定する場合は、Ｉ／Ｏ設定スイッチをすべて入力（"０"：ＯＮ）にして書き
込みを行ってください。 

ｂｉｔ 割り付け 

７ Ｓ－ＬＩＮＫアドレス １１２～１２７ 入力／出力設定（０：入力，１：出力）

６ Ｓ－ＬＩＮＫアドレス  ９６～１１１ 入力／出力設定（０：入力，１：出力）

５ Ｓ－ＬＩＮＫアドレス  ８０～ ９５ 入力／出力設定（０：入力，１：出力）

４ Ｓ－ＬＩＮＫアドレス  ６４～ ７９ 入力／出力設定（０：入力，１：出力）

３ Ｓ－ＬＩＮＫアドレス  ４８～ ６３ 入力／出力設定（０：入力，１：出力）

２ Ｓ－ＬＩＮＫアドレス  ３２～ ４７ 入力／出力設定（０：入力，１：出力）

１ Ｓ－ＬＩＮＫアドレス  １６～ ３１ 入力／出力設定（０：入力，１：出力）

０ Ｓ－ＬＩＮＫアドレス   ０～ １５ 入力／出力設定（０：入力，１：出力）
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⑤ ＡＤＲＳ＋１４：バンク切り替え要求レジスタ 
⑥ ＡＤＲＳ＋１５：バンク切り替え応答レジスタ 
 
「① ＡＤＲＳ＋００～ＡＤＲＳ＋０Ｆ：データエリア」のバンク切り替えに使用します。 
 
まず本ボードの「⑤ ＡＤＲＳ＋１４：バンク切り替え要求レジスタ」に数値 
（"００"～"０３"）を書き込みます。 
すると本ボードは、１．４～２１．４ｍｓ後に「① ＡＤＲＳ＋００～ＡＤＲＳ＋０Ｆ：デ
ータエリア」のバンクを切り替え、「⑥ ＡＤＲＳ＋１５：バンク切り替え応答レジスタ」に
切り替え後のバンク数値を表示します。 
 
（注意） 
・ 「⑤ ＡＤＲＳ＋１４：バンク切り替え要求レジスタ」に"００"～"０３"以外の数値を書
き込んだ場合、強制的に"００"としてバンクを切り替えます。 

・ 「⑥ ＡＤＲＳ＋１５：バンク切り替え応答レジスタ」が切り替わるまでは、「① ＡＤ
ＲＳ＋００～ＡＤＲＳ＋０Ｆ：データエリア」には読み出し／書き込みを行わないでくだ
さい。 

 
⑦ ＡＤＲＳ＋１６：システムセット 
 
「② ＡＤＲＳ＋１０：フラグ」のｂｉｔ６：システムセットと同じ働きをします。 
 
"００"以外の数値の書き込みにより、その時のＳ－ＬＩＮＫの接続状態を読み込みます。 
Ｓ－ＬＩＮＫの接続状態読み込み後は、"００"になります。 
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⑧ ＡＤＲＳ＋１７：フレームチェック 
 
「② ＡＤＲＳ＋１０：フラグ」のｂｉｔ７：フレームチェックと同じ働きをします。 
 
「① ＡＤＲＳ＋００～ＡＤＲＳ＋０Ｆ：データエリア」に、出力データを書き込んだ後    
"００"以外の数値を書き込むと、Ｓ－ＬＩＮＫユニットへ出力データを転送終了後自動的に"
００"になります。 
 
⑨ ＡＤＲＳ＋１８：ＥＲＲ４発生台数 
 
ＥＲＲ４が発生した時の発生台数を示します。 
 
解除（＝"００"）は、「Ｓ－ＬＩＮＫ側電源（＋２４ＶＤＣ）」を再投入、「1-2．⑤ システ
ムセットボタン」を押してのＳ－ＬＩＮＫユニット接続状態の読み込み、コンピュータ電源
の再投入のいずれかで行われます。 
 
⑩ ＡＤＲＳ＋１９：Ｓ－ＬＩＮＫユニット接続台数 
 
Ｓ－ＬＩＮＫユニットの接続台数を示します。 
 
⑪ ＡＤＲＳ＋１Ａ：システムアドレス長 
 
「1-2．④ モードスイッチ」システムアドレス長設定スイッチ（ＳＡ０～１）で設定された、
Ｓ－ＬＩＮＫのシステムアドレス長を示します 
３２・６４・９６・１２８（点）いづれかの数値が表示されます。 
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⑫ ＡＤＲＳ＋１Ｂ：ＳＬ－ＢＳ１Ａ動作停止アドレス 
⑬ ＡＤＲＳ＋１Ｃ：ＳＬ－ＢＳ１Ａ接続アドレス 
 
ブースタ「ＳＬ－ＢＳ１Ａ」の接続状態・動作状態を表示します。 

接続アドレス 動作停止アドレス ＳＬ－ＢＳ１Ａ 
アドレス ｂｉｔ 割り付け ｂｉｔ 割り付け 

０ ０ ０ 

１ １ １ 

２ ２ ２ 

３ ３ ３ 

４ ４ ４ 

５ ５ ５ 

６ ６ 

ＯＮ：接続  
    （＝１） 
ＯＦＦ：未接続 
    （＝０） 

６ 

ＯＮ：停止・異常 
   （＝１） 
ＯＦＦ：動作中  
   （＝０） 

 
（注意）ブースタを未使用または「ＳＬ－ＢＳ１」を使用している場合は、無効です。 
 
⑬ ＡＤＲＳ＋２０：ＢＳＮ（ボードセレクトナンバー） 
 
「1-2．③ＢＳＮスイッチ」で設定されたボードセレクトナンバーが読み出せます。 
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４４４４                製品保守に関するご案内製品保守に関するご案内製品保守に関するご案内製品保守に関するご案内                                                                            
 

 

4444----1. 1. 1. 1. 製品のメンテナンスについて製品のメンテナンスについて製品のメンテナンスについて製品のメンテナンスについて    

 
■  ハードウェア製品の故障修理やメンテナンスなどについて、弊社―株式会
社アドテックシステムサイエンスでは、製品を弊社宛にお送りいただいて
修理／メンテナンスを行いご返送する、センドバック方式で承っておりま
す。 

 
■  保証書に記載の条件のもとで、保証期間中の製品自体に不具合が認められ
た場合は、その製品を無償で修理いたします。 

   保証期間終了後の製品について修理が可能な場合、または改造など保証の
条件から外れたご使用による故障の場合は、有償修理となりますのであら
かじめご了承ください。 

 
■  修理やメンテナンスのご依頼にあたっては、保証書を製品に添え、ご購入
時と同程度以上の梱包状態に『精密部品取り扱い注意』と表示のうえお送
りください。 

     また、ご送付されるときは、製品が行方不明にならないよう、前もって受
付け担当者をご確認ください。 
 製品が弊社に到着するまでの事故につきましては、弊社は責任を負いか
ねますので、どうか安全な輸送方法をお選びください。 

 
■  以上の要項は日本国内で使用される製品に適用いたします。 
 日本の国外で製品を使用される場合の保守サービスや技術サービス等に
つきましては、弊社の各営業所にご相談ください。 

 
有償メンテナンス有償メンテナンス有償メンテナンス有償メンテナンス    
 aPCI-8375に関してメンテナンス契約などをご希望の方は、弊社各営業所まで
お問い合わせください。 
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4444----2.2.2.2.    製品のお問い合わせについて製品のお問い合わせについて製品のお問い合わせについて製品のお問い合わせについて    

 
◆ お買い求めいただいた製品に対する次のようなお問い合わせは、お求めの販売
店または株式会社アドテックシステムサイエンスの各営業所にご連絡ください。 

・お求めの製品にご不審な点や万一欠品があったとき 
・製品の修理 
・製品の補充品や関連商品について 
・本製品を使用した特注製品についてのご相談 

◆ 技術サポート 
 技術的な内容のお問い合わせは、「ファックス」「郵送」「E-mail」のいずれか
にて、下記までお問い合わせください。また、お問い合わせの際は、内容をで
きるだけ詳しく具体的にお書きくださるようお願いいたします。 
 お問い合わせは電話でもお受けできますが、電話の場合は、お問い合わせの内
容によってはすぐにお答えできないことがありますので、あらかじめご了承く
ださい。 
 
技術的な内容のお問い合わせ先 
 
株式会社 アドテック システム サイエンス  テクニカルセンター 
〒240-0005 
神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町134 YBPハイテクセンター 1F 
 

Tel      045-333-0335（テクニカルセンター直通） 
Fax      045-331-7770 
E-mail   support@adtek.co.jp 

電話の受け付けは次のとおりです。 
受付：月曜日～金曜日（ただし祝祭日や年末年始は休み） 
時間：午前 10時～12時／午後 1時～5時 

 
◆ 下記の弊社ホームページでは各種製品をご紹介しています。また、ソフトウェ
アの最新版などをアップロードすることもありますので、どうぞご覧ください。 

ADTEK SYSTEM SCIENCE Co., Ltd.  Home Page 
http://www.adtek.co.jp 
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付録付録付録付録                        お問い合わせ用紙お問い合わせ用紙お問い合わせ用紙お問い合わせ用紙                                                        aPCI-8375 お問い合わせ用紙    

                                                       年   月   日（    ） 
お名前： 会社名 

（学校名） 
ご連絡先：〒 
          TEL（    ）   －                      FAX（    ）   － 
製品名         :   □aPCI-8375                製造番号       : 
 
ご購入年月日   :     年    月    日           ご購入先       : 
ご使用状況 
 
ご使用パソコン    ：メーカ名   (                         ） 
                    機種名     (                         ） 
 
 
設定： 設定アドレス （                       ） 

同時にご使用の拡張ボード 
製品名（機種） メーカ名 バス形式 設定アドレス・割り込み状況など 

    
    
    

お問い合わせ内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

承認 回答 受付 
   

 
 
 
 
 

本書送付先：〒240-0005  横浜市保土ヶ谷区神戸町134 

                         YBPハイテクセンター1F 

(株) アドテックシステムサイエンス 
             テクニカルセンター 
TEL (045)333-0335  FAX(045)331-7770 

E-mail support@adtek.co.jp 

必要に応じて、ソフトウェアリスト、接続方法、接続回路等の資料を添付してください。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CompactPCIシリーズ 
Ｓ－ＬＩＮＫコントロールボード 

ａＰＣＩ－８３７５ 
ユーザーズマニュアル 

────────────────────────────── 
初版発行 ２０００年２月２２日 

発行所 株式会社 アドテック システム サイエンス 
〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町134 

YBPハイテクセンター 1F 
電話 045-331-7575 ㈹  FAX 045-331-7770 

────────────────────────────── 
落丁・乱丁はお取り替えいたします。 
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